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万
葉
研
究
史
を
鐇
く
と
き
、
そ
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
「
古
点
の
推

加
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
疑
ふ
く
く
も
な
い
事
実
で
あ
る
と
同
時
に
、
古
点
以

前
に
於
け
る
研
究
事
跡
は
全
く
文
献
に
残
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
万
葉
集

の
研
究
が
白
文
の
訓
読
か
ら
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ

ばならない。

即
ち
古
点
は
、
天
暦
五
年
（
村
上
御
宇
）
の
宣
旨
に
よ
っ
て
、
梨
壺
の
五
歌

仙
の
手
で
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
歌
数
は
四
千
首
を
越
え
、
無
訓
の

ま
ま
で
残
置
さ
れ
た
の
は
五
百
首
前
後
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

然
も
永
延
年
間
頃
（
一
条
御
宇
）
以
降
に
於
て
は
、
次
点
の
追
案
が
試
み
ら

れ
平
安
末
期
に
ま
で
に
及
ん
で
ゐ
る
が
、
更
に
万
葉
集
に
対
す
る
研
究
態
度
は

躍
進
し
て
、
保
安
二
年
七
月
（
鳥
羽
御
宇
）
に
は
万
葉
集
本
文
の
校
訂
さ
へ
行
は

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
仙
覚
本
巻
二
十
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
叉
校
本
云
（
中
略
）

保
安
二
年
七
月
以
数
本
比
校
畢
と
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た

「
校
本
」
と
は
仙
覚
寛
元
本
に
照
合
さ
れ
た
諸
本
（
即
ち
三
箇
証
本
と
択
然
上

人
本
及
び
他
二
本
）
の
中
の
一
本
を
指
す
も
の
と
想
像
さ
れ
る
ほ
か
に
は
何

等
の
手
が
か
り
も
な
く
、
そ
の
年
月
に
快
名
の
人
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
本
が

あ
っ
た
と
い
ふ
事
実
を
知
り
得
る
の
み
で
あ
る
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
万
葉
集
の

校
訂
事
業
が
既
に
次
点
期
の
中
葉
に
存
立
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
古
点
・
次
点
の

由

阿

の

万

葉

学
推
加
（
換
言
す
れ
ば
訓
読
の
研
究
）
に
刺
激
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
推
知

される。
併
し
な
が
ら
、
万
葉
集
に
対
す
る
本
格
的
な
研
究
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て

か
ら
始
め
て
前
人
未
踏
の
境
地
を
切
り
ひ
ら
く
こ
と
が
出
来
た
も
の
で
、
そ
の

開
拓
者
こ
そ
釈
仙
覚
に
外
な
ら
ぬ
。

仙
覚
の
学
績
は
三
方
面
か
ら
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
校
訂
・

註
釈
・
新
点
の
各
分
野
で
あ
る
が
、
校
訂
は
仙
覚
本
と
な
っ
て
現
存
し
、
註
釈

も
仙
覚
抄
十
冊
と
な
っ
て
伝
存
す
る
と
こ
ろ
、
新
点
は
仙
覚
訓
と
し
て
是
亦
そ

の
全
容
を
仙
覚
本
の
朱
訓
に
顕
存
し
て
ゐ
る
。

こ
の
偉
業
は
、
文
学
の
暗
黒
時
代
と
称
せ
ら
れ
る
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
驚
異

的
な
事
跡
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
万
葉
研
究
史
の
上
に
も
不
滅
の
炬
火
を
掲

げ
た
も
の
で
あ
る
。

然
も
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
万
葉
学
は
、
ひ
と
り
仙
覚
の
労
苦
を
偲
ぶ
ほ
か
に

は
見
る
べ
き
も
の
も
な
く
、
叉
こ
の
時
代
に
現
れ
た
古
学
方
面
の
研
究
に
例
を

徴
し
て
も
、
僅
か
に
卜
部
兼
方
の
釈
日
本
紀
（
正
安
年
間
成
立
）
を
挙
げ
得
る

に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、
誠
に
文
学
の
暗
黒
時
代
と
い
ふ
名
に
背
か
な
い
世
相
で

あ
っ
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

吉
野
時
代
に
入
っ
て
も
、
更
に
低
迷
の
状
態
は
解
消
き
る
べ
く
も
な
く
、
こ

前

野

貞

男
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の
時
代
に
あ
っ
て
万
葉
研
究
の
た
め
に
精
進
を
続
け
た
人
と
し
て
は
釈
由
阿
の

名
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

仙
覚
の
万
葉
学
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
哲
も
そ
の
学
統
を
慕
ひ
、
後
輩
も
そ

の
学
恩
に
浴
す
る
こ
と
甚
大
な
も
の
が
あ
る
が
、
由
阿
の
学
績
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
語
る
人
を
多
く
見
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
し
、
こ
こ
に
改
め
て
検
討
の
的

を
お
き
た
い
と
思
ふ
・

仙
覚
も
由
阿
も
共
に
釈
家
で
あ
る
。

仙
覚
も
由
阿
も
共
に
伝
記
未
詳
で
あ
っ
て
、
そ
の
著
作
の
文
中
記
事
や
奥
書

な
ど
に
よ
っ
て
、
学
的
生
活
の
一
端
が
覗
ひ
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

仙
覚
は
、
オ
ト
ロ
ヘ
ク
タ
レ
ル
ス
ヱ
ノ
ョ
ニ
ア
タ
リ
テ
、
東
の
道
の
果
に
生

れ
た
と
い
ふ
。
そ
し
て
文
永
九
年
八
月
に
は
七
十
歳
で
在
世
し
て
ゐ
た
こ
と
ま

で
は
推
知
さ
れ
て
ゐ
る
。

由
阿
も
ま
た
生
年
・
寂
年
未
詳
で
あ
る
が
、
詞
林
采
葉
抄
第
十
巻
の
奥
書

に
、
貞
治
五
年
十
一
月
廿
五
日
の
日
附
が
あ
り
、
楡
柳
栄
辺
藤
沢
山
隠
侶
桑
門

由阿捲十鍬と記されてゐるから、逆算すれば正応四年（伏見御宇）

に
生
れ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

仙
覚
の
在
世
年
時
の
下
限
は
文
永
九
年
以
降
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
も
の
に
も

せ
よ
、
一
応
こ
の
年
を
起
点
と
し
て
、
由
阿
が
皿
狐
の
声
を
あ
げ
た
正
応
四
年

ま
で
を
か
ぞ
へ
れ
ぱ
僅
か
十
九
年
に
過
ぎ
な
い
が
、
仙
覚
抄
の
成
立
し
た
文
永

六
年
か
ら
、
詞
林
采
葉
抄
の
成
立
し
た
貞
治
五
年
ま
で
を
対
象
に
す
れ
ば
九
十

七
年
の
歳
月
が
流
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
両
書
の
間
に
は
実
に
一
世
紀
の
隔
り

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

由
阿
は
藤
沢
の
遊
行
寺
に
住
ん
で
ゐ
た
僧
で
あ
る
が
、
こ
の
寺
は
一
遍
上
人

（
正
応
二
年
寂
）
の
開
基
に
係
り
、
時
宗
の
総
本
山
で
あ
る
。
自
分
も
嘗
て
遊

行
寺
を
訪
れ
、
由
阿
の
こ
と
に
つ
い
て
寺
僧
に
訊
ね
て
み
た
が
「
今
と
な
っ
て

は
皆
目
わ
か
ら
な
い
」
と
い
ふ
こ
と
で
、
何
も
得
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

ま
た
江
戸
末
期
に
出
て
「
万
葉
用
字
格
」
や
「
万
葉
集
名
物
考
」
を
書
き
残

し
た
春
登
上
人
も
、
こ
の
寺
に
住
ん
で
ゐ
た
僧
で
あ
る
が
、
や
は
り
由
阿
の
場

合
と
同
様
な
返
事
を
聞
か
さ
れ
、
万
葉
に
は
全
く
縁
の
な
い
小
栗
判
官
と
照
手

姫
の
お
墓
を
見
て
帰
っ
て
来
た
。

由
阿
の
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、
詞
林
采
葉
抄
・
拾
遺
采
葉
抄

・
青
葉
丹
花
抄
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
な
が
ら
、
万
葉
学
者
と
し
て

の
由
阿
の
位
置
を
考
へ
て
み
た
い
。

詞
林
采
葉
抄
は
、
由
阿
が
二
条
良
基
の
た
め
に
万
葉
集
の
講
義
を
行
っ
た
際

に
供
覧
し
た
と
こ
ろ
、
遂
に
そ
の
手
許
に
留
め
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

奥
書
に
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
供
覧
す
る
た
め
に
新
に
稿
を
起
し
た
も
の
か
、

既
に
稿
を
了
し
て
ゐ
た
の
を
携
へ
た
も
の
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
未
詳
で

ある。奥
書
に
見
え
る
貞
治
五
年
は
北
朝
の
年
号
で
あ
っ
て
、
南
朝
の
年
号
で
は
正

平
二
十
一
年
に
当
る
。
由
阿
は
、
拾
遺
采
葉
抄
に
も
、
青
葉
丹
花
抄
に
も
、
ひ

と
し
く
北
朝
の
年
号
を
用
ひ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
吉
野
時
代
に
成
立
し

た
寂
印
成
俊
本
の
成
俊
の
奥
書
に
も
文
和
二
年
と
い
ふ
北
朝
の
年
号
が
記
し
て

あ
り
、
万
葉
集
と
僧
侶
の
間
に
は
、
何
か
北
朝
に
対
す
る
繋
が
り
が
あ
っ
た
の

で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
偶
然
で
あ
ら
う
か
。

詞
林
采
葉
抄
を
内
容
的
に
見
れ
ば
、
万
葉
集
の
中
か
ら
枕
詞
・
故
事
・
難
語

の
類
を
抄
出
し
て
、
こ
れ
に
考
証
を
加
へ
註
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
仙

覚
抄
の
影
響
を
受
け
た
点
が
多
く
、
且
つ
仙
覚
抄
と
同
説
乃
至
こ
れ
を
敷
桁
し

た
箇
所
も
少
く
な
い
。

編
成
の
形
式
と
し
て
は
、
全
篇
を
十
巻
に
分
け
て
ゐ
る
が
、
第
一
巻
か
ら
第

九
巻
ま
で
が
本
論
で
あ
る
。
第
十
巻
は
総
論
で
あ
っ
て
、
旋
頭
歌
・
長
歌
短
歌
。
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万
葉
集
書
様
・
万
葉
集
時
代
・
万
葉
集
撰
者
・
万
葉
集
点
和
の
六
項
を
設
け
て

論
証
し
、
二
条
・
冷
泉
両
家
の
歌
論
を
多
引
し
て
ゐ
る
が
、
万
葉
集
撰
者
の
項

で
は
「
当
集
撰
者
事
先
達
様
々
申
之
。
或
云
山
上
憶
良
、
或
云
藤
原
真
楯
、
叉

橘
左
大
臣
大
伴
家
持
云
云
」
と
書
き
起
し
、
最
後
に
諸
兄
と
家
持
の
両
人
の
名

を
残
し
て
「
然
則
撰
者
両
人
共
二
文
武
平
城
ノ
中
間
之
先
賢
也
。
価
当
集
者
非

文
武
之
撰
集
非
平
城
之
勅
撰
之
旨
明
白
也
。
誠
和
聖
武
皇
帝
ノ
勅
撰
卜
云
フ
コ

ト
無
異
論
者
哉
」
と
結
ん
で
ゐ
る
。

万
葉
集
点
和
の
項
で
は
、
三
点
の
名
称
と
、
点
者
各
箇
の
氏
名
を
示
し
て
ゐ

る
が
、
万
葉
訓
点
史
の
上
に
現
れ
た
三
点
の
名
称
は
仙
覚
本
奥
書
の
記
事
を
以

て
初
見
と
す
る
。
但
し
仙
覚
本
奥
書
に
載
せ
る
と
こ
ろ
は
古
点
・
次
点
・
新
点

の
名
称
の
み
で
あ
っ
て
、
点
者
に
関
す
る
記
事
は
全
く
見
え
な
い
。
そ
の
文
に

よ
れ
ば
「
抑
先
度
愚
本
仮
名
者
、
古
次
両
点
有
異
説
寄
者
、
於
漢
字
左
右
、
付

仮
名
畢
。
其
上
猶
於
有
心
詞
帝
曲
寄
者
、
加
新
点
畢
」
と
云
っ
て
ゐ
る
か
ら
、

新
点
の
点
者
に
つ
い
て
の
み
は
仙
覚
自
身
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
仙
覚
本
奥
書
や
仙
覚
抄
の
記
事
に
、
三
点
の
点
者
の
氏
名
は
挙

げ
て
な
く
て
も
、
古
点
の
点
者
に
つ
い
て
は
、
源
順
集
の
詞
書
や
袋
草
紙
（
後

撰
集
条
）
に
も
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
梨
壺
の
五
歌
仙
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
知
さ
れ
て
ゐ
て
、
詞
林
采
葉
抄
に
於
て
は
単
に
そ
の

氏
名
を
再
録
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

次
点
の
点
者
に
つ
い
て
は
、
顕
昭
陳
状
に
大
江
匡
房
・
藤
原
敦
隆
・
釈
道
因

の
三
名
を
挙
げ
、
仙
覚
本
巻
一
の
奥
書
に
は
藤
原
清
輔
加
点
本
、
西
本
願
寺
本

巻
六
の
校
語
に
は
藤
原
長
忠
本
の
こ
と
が
出
て
来
る
が
、
藤
原
道
長
・
大
江
佐

国
・
惟
宗
孝
言
・
源
国
信
・
源
師
頼
・
藤
原
基
俊
の
名
は
詞
林
采
葉
抄
に
よ
っ

て
始
め
て
明
か
に
き
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
道
長
を
前
駆
と
す
る
次
点
の
点

者
は
十
一
名
に
及
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
中
の
六
名
ま
で
が
由
阿
の
手
に
よ
っ
て

調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
に
於
け
る
乏
し
い
資
料
を
探
索
し
て
次
点
の

人
人
の
過
半
数
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
学
識
を
賞
揚
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
な
ほ

校
本
万
葉
集
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
人
人
の
ほ
か
に
釈
顕
昭
を
追
加
し
、
武
田

祐
吉
説
（
万
葉
集
書
志
）
に
よ
れ
ば
、
藤
原
定
家
（
も
し
く
は
為
家
）
も
次
点

の
一
人
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
由
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
両
説
と
も
現
代
の
万
葉
学

者
に
よ
る
発
見
で
あ
り
、
こ
れ
は
由
阿
の
硬
後
、
校
本
万
葉
集
の
成
立
し
た
大

正
十
二
年
に
至
る
ま
で
凡
そ
五
百
四
十
年
間
、
次
点
の
点
者
に
つ
い
て
の
新
し

い
研
究
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
詞
林
采
葉
抄
に
於
て
は
、
新
点
お
よ
び
新
点
の
点
者
に
つ
い
て
最
も
詳

密
に
調
考
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
は
仙
覚
奏
覧
状
の
記
事
を
引
用
し
て
ゐ
る
。

こ
の
奏
覧
状
の
全
文
は
明
治
四
十
三
年
に
佐
佐
木
信
綱
の
手
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
る
ま
で
は
全
く
学
界
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
そ
の
実

態
を
確
認
し
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
貴
重
な
文
献
の
一
半
を
夙
に
記
録
し

て
お
い
た
由
阿
の
功
績
は
高
く
評
価
き
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
万
葉
拾
穂
抄
に

も
「
仙
覚
奏
状
日
」
と
し
て
「
去
寛
元
四
年
云
云
」
以
下
の
文
を
載
せ
、
そ
の

末
に
「
詞
林
采
葉
に
あ
り
」
と
明
記
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
へ
っ
て
、
そ
の
本
論
に
於
て
は
、
枕
詞
を
釈
す
る
こ
と
最
も
多
く
、

ま
た
地
名
や
故
事
の
類
に
併
せ
て
、
ひ
ろ
く
難
語
を
説
い
て
ゐ
る
こ
と
は
既
に

触
れ
て
お
い
た
通
り
で
あ
る
。

（
采
葉
抄
巻
二
所
見
Ⅱ
隠
口
初
瀬
）

コ
モ
リ
ク
ノ
・
ハ
ッ
セ
ヲ
ト
メ
カ
・
手
ニ
マ
ケ
ル
・
玉
ハ
ミ
タ
レ
テ
・
ア
リ

ト
イ
ハ
シ
カ
モ
（
四
二
四
番
）

隠
口
、
此
訓
、
カ
ク
ラ
ク
、
カ
ク
レ
ク
、
コ
モ
リ
エ
、
コ
モ
リ
ク
、
先
達
古

訓
如
斯
区
也
。
其
中
｝
一
、
カ
ク
ラ
ク
ハ
、
字
訓
ナ
ル
故
二
尤
有
其
謂
歎
。
コ

モ
リ
エ
更
二
不
相
叶
乎
。
若
疑
ラ
ク
ハ
ロ
ノ
字
ノ
草
ニ
シ
テ
大
ナ
ル
ヵ
江
二
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混
ス
ル
欺
。
致
浅
智
之
故
ナ
リ
。

こ
こ
に
由
阿
の
訓
話
学
の
一
端
が
見
ら
れ
、
古
点
の
四
訓
を
摘
出
し
て
ゐ
る

が
、
コ
モ
リ
エ
に
つ
い
て
は
既
に
仙
覚
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
仙
覚
抄
巻
一
所
見
Ⅱ
軽
皇
子
宿
子
安
騎
野
時
柿
本
朝
臣
人
麿
作
歌
・
四
五

番）隠
口
乃
泊
瀬
山
者
（
中
略
）
凡
隠
ノ
字
、
或
ハ
カ
ク
レ
ト
訓
ス
。
島
隠
磯
隠

等
ノ
如
キ
也
。
或
ハ
シ
ノ
ヒ
ト
ョ
ム
・
隠
男
等
ノ
如
シ
・
或
ハ
コ
モ
リ
ト
訓

ス
。
冬
隠
眉
隠
等
ノ
如
キ
也
・
ミ
ナ
コ
レ
ソ
ノ
ョ
ミ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
コ

ト
ニ
ョ
リ
、
ト
コ
ロ
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
、
コ
レ
ヲ
ョ
ム
・
至
隠
口
泊
瀬
山
者
、

カ
ク
レ
シ
ノ
ヒ
等
ノ
訓
不
可
用
之
。
真
名
仮
名
歌
ノ
所
二
不
書
之
故
也
。
叉

或
所
者
、
コ
モ
リ
エ
ト
訓
ス
。
ゾ
ノ
心
ヲ
エ
ス
。
凡
書
此
詞
事
、
或
隠
来
、

或
隠
国
、
或
隠
久
、
或
ハ
隠
口
等
也
。
然
者
来
国
久
口
、
皆
是
、
ク
ト
ョ
マ

シ
メ
ム
ヵ
タ
メ
也
。
江
ト
者
、
若
ロ
ノ
字
ノ
草
大
ニ
シ
テ
乱
江
欺
。

こ
れ
が
仙
覚
の
説
で
あ
る
が
、
コ
モ
リ
エ
に
関
す
る
限
り
、
由
阿
の
説
は
仙

覚
抄
か
ら
出
て
ゐ
る
も
の
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

カ
ク
ラ
ク
・
カ
ク
レ
ク
は
同
系
統
の
訓
法
で
あ
る
が
、
嘗
て
岡
山
の
正
宗
文

庫
を
訪
れ
た
際
、
二
艸
園
先
生
か
ら
「
隠
口
に
つ
い
て
は
、
歌
林
撲
椒
（
松
永

貞
徳
撰
）
に
、
カ
ク
ラ
ク
と
読
ん
だ
場
合
の
釈
義
が
示
し
て
あ
る
」
と
注
意
さ

れ
た
の
で
、
帰
京
後
、
日
本
古
典
全
集
本
で
調
べ
て
み
た
ら
、
コ
モ
リ
ク
ノ
ハ

ッ
セ
条
に
「
又
カ
ク
ラ
ク
ノ
ハ
ッ
セ
ト
云
モ
有
、
極
楽
ト
云
義
ト
イ
ヘ
リ
」
と

記
さ
れ
て
あ
っ
た
。

由
阿
は
、
万
葉
集
お
よ
び
日
本
書
紀
に
「
己
母
理
久
乃
・
挙
暮
利
矩
能
」
と

い
ふ
や
う
に
仮
名
書
き
に
し
て
あ
る
も
の
が
見
え
る
こ
と
を
例
証
と
し
て
「
右

万
葉
日
本
紀
コ
モ
リ
ク
ト
訓
ス
ヘ
キ
証
跡
明
鏡
ナ
リ
」
と
云
っ
て
ゐ
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
仙
覚
抄
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
同
歌
を
引
用
し
、
且
つ
コ
モ
リ
ク
が

正
訓
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
ゐ
る
こ
と
も
仙
覚
抄
の
説
と
全
く
同
列
で
あ
る
。

（
采
葉
抄
巻
二
所
見
Ⅱ
味
酒
三
輪
）

ウ
マ
サ
カ
ノ
・
ミ
ワ
ノ
祝
力
・
山
テ
ラ
ス
・
秋
ノ
紅
葉
ノ
・
チ
ラ
マ
ク
オ
シ

モ（一五七一番）

味
酒
、
此
訓
、
ア
チ
サ
ケ
、
ウ
マ
サ
ケ
、
ウ
マ
サ
カ
、
三
訓
也
。

ウ

マ

サ

カ

ミ

ワ

ノ

ト

ノ

、

ア

サ

ト

ー

モ

ヲ

シ

検
日
本
紀
日
（
中
略
）
宇
麻
作
階
・
禰
和
能
等
能
貨
・
阿
佐
妬
葺
毛
・
於
辞

上

ラ

カ

ネ

ミ

ワ

ノ

ト

ノ

ト

ヲ

疾
羅
箇
禰
・
調
和
能
等
能
渡
鳩

今
以
此
御
歌
証
ト
ス
ル
ニ
、
ウ
マ
サ
カ
ト
云
フ
ヘ
キ
者
乎
。
任
字
訓
ア
チ
サ

ヶ
混
俗
歎
。
不
可
庶
幾
笑
。

（
仙
覚
抄
巻
一
所
見
Ⅱ
額
田
王
下
近
江
国
時
作
歌
井
戸
王
即
和
歌
・
一
七
番
）

味
酒
三
輪
乃
山
云
箕
・
古
点
者
、
ア
チ
サ
ケ
ノ
ミ
ワ
ノ
ャ
マ
ト
点
セ
リ
。
シ

カ
レ
ト
モ
、
古
語
ニ
ョ
ラ
ハ
、
ウ
マ
サ
カ
ト
イ
フ
ヘ
キ
ナ
リ
。

ウ

マ

サ

カ

日
本
記
日
（
中
略
）
宇
磨
佐
階
・
澗
和
能
等
能
茸
・
阿
佐
妬
碑
毛
・
於
辞
疾

羅
箇
禰
・
禰
和
能
等
能
渡
烏

シ
カ
レ
ハ
如
古
点
者
、
ウ
マ
サ
カ
ト
イ
フ
ヘ
キ
也
。
サ
ケ
ヲ
、
サ
カ
ト
イ
フ

コ
ト
、
五
音
相
通
ナ
レ
ハ
、
イ
ッ
レ
モ
タ
カ
フ
へ
カ
ラ
ス
。

こ
の
両
説
を
対
照
す
る
に
、
采
葉
抄
の
説
は
、
明
か
に
仙
覚
抄
の
説
か
ら
出

て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
味
酒
を
ウ
マ
サ
カ
と
読
む
こ
と
も

同
じ
で
あ
る
し
、
引
用
の
例
歌
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
た
だ
小
異
を
見
せ
て
ゐ
る

の
は
、
仙
覚
抄
に
「
サ
ケ
ヲ
、
サ
カ
ト
イ
フ
コ
ト
、
五
音
相
通
ナ
レ
ハ
、
イ
ッ

レ
モ
タ
カ
フ
へ
カ
ラ
ス
」
と
云
っ
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
采
葉
抄
で
は
「
任
字
訓

ア
チ
サ
ケ
混
俗
欺
」
と
記
し
て
ゐ
る
点
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
由
阿
の
万
葉
学
が

仙
覚
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
の
実
証
を
此
の
場
合
に
於
て
も
明
確

に
看
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
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（
采
葉
抄
巻
二
所
見
Ⅱ
吉
野
宮
）

吉
野
宮
、
何
レ
ノ
時
初
テ
建
ラ
レ
ケ
リ
ト
モ
不
知
。
仙
覚
モ
未
勘
。
管
見
所

不及也。

こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
由
阿
の
所
論
が
、
仙
覚
の
所
説
を
基
本
と
し
て
ゐ
る
も

の
の
多
い
こ
と
を
、
一
層
適
切
に
表
明
し
て
ゐ
る
も
の
と
云
ひ
得
よ
う
。

（
釆
葉
葉
抄
巻
三
所
見
Ⅱ
葦
垣
吉
野
）

近
来
葦
垣
ノ
吉
野
ト
シ
、
ク
ル
歌
在
之
。
誠
二
詞
ノ
ッ
、
キ
ソ
ノ
タ
ョ
リ
ア

ル
物
ナ
リ
。
然
而
日
本
紀
万
葉
古
歌
集
等
ノ
中
二
、
葦
垣
吉
野
ト
シ
、
ケ
タ

ル歌不及管見。

髪
当
集
第
六
巻
歌
日

忍
照
ャ
・
難
波
ノ
国
ハ
・
ア
シ
カ
キ
ノ
・
フ
リ
ニ
シ
里
卜
・
人
ミ
ナ
ノ
・

思
ヤ
ス
ミ
テ
・
ツ
レ
モ
ナ
ク
・
ア
リ
シ
ア
ヒ
タ
ニ
・
ウ
ミ
ヲ
ナ
ス
・
長
ラ

ノ
宮
二
・
マ
キ
柱
・
フ
ト
シ
キ
タ
テ
、
云
云
（
九
二
八
番
）

右
歌
詞
二
葦
垣
乃
古
郷
跡
人
皆
（
ア
シ
カ
キ
ノ
・
フ
リ
ニ
シ
サ
ト
ト
・
ヒ
ト

△

ミ
ナ
ノ
）
ト
上
七
字
ヲ
古
人
如
此
ヨ
ミ
ナ
セ
リ
。
或
ル
本
ニ
ハ
古
郷
ノ
ー
字

ヲ
吉
野
ト
カ
キ
ナ
ホ
セ
ル
有
之
。
然
而
首
尾
不
相
階
歎
。
此
歌
ノ
詞
ノ
前
後

皆
難
波
也
。
忍
照
難
波
ト
、
長
柄
宮
ノ
巻
柱
ナ
ト
也
。
将
亦
難
波
ニ
吉
野
ト

云
う
所
ナ
シ
。
只
フ
リ
ニ
シ
里
二
テ
ア
ル
ヘ
キ
ニ
ャ
。
吉
野
ト
訓
セ
ル
モ
信

シ
用
ヒ
カ
タ
シ
。
況
ャ
吉
野
ト
書
キ
改
ル
コ
ト
奈
何
。
理
不
尽
ノ
本
也
。
但

此
古
点
ノ
ッ
、
キ
ヲ
モ
テ
、
任
一
説
ア
シ
カ
キ
ノ
吉
野
ト
詠
セ
ン
コ
ト
制
ノ

限
リ
ニ
非
ル
者
也
。
例
セ
ハ
、
コ
モ
リ
ク
ヲ
隠
江
ト
ョ
ミ
、
味
酒
（
ウ
マ
サ

カ
）
ヲ
ア
チ
サ
ヶ
ト
ョ
メ
ル
歌
オ
ホ
ク
ミ
ュ
ル
カ
コ
ト
シ
・
此
ハ
言
ノ
便
甘

心也。
こ
の
歌
の
釈
は
仙
覚
抄
に
見
え
ず
、
従
っ
て
、
こ
の
説
も
ま
た
仙
覚
抄
と
は

無
関
係
の
も
の
で
あ
っ
て
、
由
阿
自
身
の
見
解
を
示
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

由
阿
が
「
或
ル
本
ニ
ハ
古
郷
ノ
ー
字
ヲ
吉
野
ト
カ
キ
ナ
ホ
セ
ル
有
之
」
と
云

っ
た
本
は
明
か
で
な
い
が
決
し
て
根
拠
の
な
い
説
で
は
な
い
。

’
第
四
句
（
古
郷
跡
Ⅱ
フ
リ
ニ
シ
サ
ト
ト
）
の
校
異
１

．

．

吉
郷
跡
○
但
し
吉
の
字
の
右
下
に
緒
を
以
て
野
の
字
を
添
加
せ
り
○
正
訓
な

し
○
ヨ
シ
ノ
、
サ
ト
ト
・
書
入
潴
訓
（
元
暦
校
本
）

吉
郷
跡
Ⅱ
欠
訓
（
類
聚
古
集
）

吉
郷
跡
Ⅱ
ヨ
シ
ノ
、
サ
ト
、
（
紀
州
本
）

△

吉
野
郷
跡
Ⅱ
ヨ
シ
ノ
ノ
サ
ト
ニ
（
細
井
本
）

古
郷
跡
Ⅱ
フ
リ
ニ
シ
サ
ト
ト
（
西
・
矢
・
京
○
但
し
各
本
と
も
青
訓
○
京
Ⅱ

△

左
訓
ヨ
シ
ノ
、
サ
ト
○
京
Ⅱ
漢
字
の
左
傍
に
緒
を
以
て
「
吉
野
卿
ィ
本
」

と
書
入
あ
り
○
温
Ⅱ
欠
訓

由
阿
の
引
用
に
係
る
「
或
ル
本
」
が
、
こ
こ
に
校
異
を
示
し
た
諸
本
の
中
の

一
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
書
写
の
年
代
か
ら
考
察
し
て
細
井
本
・
温
故

堂
本
・
大
矢
本
・
京
大
本
は
除
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
類
聚
古
集

・
紀
州
本
・
西
本
願
寺
本
に
於
て
も
「
古
郷
」
を
「
吉
野
」
と
書
き
改
め
て
ゐ

◎

る
わ
け
で
は
な
く
、
元
暦
校
本
も
ま
た
緒
を
以
て
野
の
字
を
添
加
し
た
だ
け

で
、
由
阿
の
云
ふ
と
こ
ろ
と
一
致
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
本
と
は
全
く
関

係
の
な
い
別
箇
の
本
を
指
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
但
し
元
暦
校
本
と
紀
州
本
に

は
ヨ
シ
ノ
、
サ
ト
、
と
加
点
さ
れ
、
西
本
願
寺
本
の
フ
リ
ニ
シ
サ
ト
ト
は
青
訓

に
な
っ
て
ゐ
て
仙
覚
の
改
訓
で
あ
る
こ
と
が
了
知
さ
れ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
原

訓
は
ヨ
シ
ノ
、
サ
ト
、
で
、
こ
れ
が
古
点
で
あ
っ
た
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
然

も
此
の
句
に
対
し
て
、
こ
こ
ま
で
検
討
を
加
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
由
阿
の
万
葉

学
が
必
ず
し
も
仙
覚
の
説
に
の
み
盲
従
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明

し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

（
釆
葉
抄
巻
八
所
見
Ⅱ
合
歓
木
花
）
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当
集
第
八
巻
紀
女
郎
贈
大
伴
家
持
歌

ヒ
ル
ハ
サ
キ
テ
・
ヨ
ル
ハ
コ
ヒ
ヌ
ル
・
ネ
フ
ノ
花
・
君
ニ
ミ
セ
ン
ャ
・
ワ

ケ
サ
ヘ
ニ
ミ
ョ
（
一
四
六
一
番
）

此
合
歓
木
ノ
花
訓
之
ヲ
、
カ
ウ
カ
ノ
木
、
ネ
フ
リ
ノ
木
、
ネ
フ
ノ
花
、
ト
リ

ノ
ー
ニ
先
達
申
ア
ヘ
リ
。
価
古
今
六
帖
題
ニ
ヵ
ウ
ヵ
ト
挙
タ
リ
。
然
而
カ
ウ

カ
ト
訓
シ
、
ネ
フ
リ
ノ
木
ト
ヨ
、
ミ
テ
ハ
花
ノ
字
訓
セ
ラ
レ
ス
。
只
ネ
フ
ノ
花

卜
可
訓
歎
。
其
故
へ
者
同
巻
二
家
持
贈
和
歌
日

え

フ

ハ

ワ
キ
モ
コ
カ
・
カ
タ
『
ミ
ノ
合
歓
木
者
・
花
ノ
『
ミ
ニ
・
サ
キ
テ
ケ
タ
シ
モ
・

ミ
ニ
ナ
ラ
ヌ
カ
モ
（
一
四
六
三
番
）

ネ
フ
ノ
ハ
ナ

文
選
日
、
合
歓
除
眠
突
。
就
中
右
歌
ノ
詞
二
云
、
右
折
筆
合
歓
花
井
茅
花
贈

也
卜
云
云
。
尤
花
ト
ョ
ム
ヘ
シ
ト
見
へ
タ
リ
。
当
集
新
点
ノ
訓
已
文
選
令
符

合
者
也
。
然
而
古
今
六
帖
者
貫
之
女
ノ
タ
メ
ニ
ァ
ッ
メ
タ
リ
ト
申
。
価
号
紀

氏
六
帖
。
カ
ウ
カ
ト
ョ
マ
ム
コ
ト
何
事
カ
ァ
ラ
ム
・

（
仙
覚
抄
巻
五
所
見
Ⅱ
紀
女
郎
贈
大
伴
宿
禰
家
持
歌
二
首
中
．
一
四
六
一
番
）

ネ
フ
ノ
ハ
ナ

昼
者
咲
夜
者
恋
宿
合
歓
木
花
君
耳
将
見
哉
和
気
佐
倍
爾
見
代

此
歌
古
点
ニ
ハ
、
ヒ
ル
ハ
サ
キ
・
ヨ
ル
ハ
コ
ヒ
ヌ
ル
・
ネ
フ
リ
ノ
キ
・
キ
ミ

ノ
ミ
ミ
ン
ャ
・
ワ
ヶ
サ
ヘ
ニ
ミ
ョ
、
卜
点
セ
リ
。
漢
字
ハ
、
合
歓
木
花
也
。

ネ
フ
リ
ノ
キ
ト
点
ス
レ
ハ
、
花
ノ
宇
和
セ
ラ
レ
ス
・
況
歌
後
ノ
詞
二
、
右
折

華
合
歓
花
井
茅
花
贈
也
ト
ヵ
ヶ
リ
。
モ
ト
モ
ネ
フ
ノ
花
ト
和
ス
ヘ
キ
也
。
文

選
二
云
。
合
歓
、
ネ
フ
リ
ヲ
ノ
ソ
ク
卜
云
ヘ
リ
。
ソ
レ
ハ
、
ヒ
ル
ハ
ネ
フ
ラ

テ
、
ヨ
ル
ヌ
ヘ
キ
也
。
サ
テ
人
ノ
イ
ネ
ヌ
’
一
ハ
、
木
ヲ
ア
ャ
サ
ン
ト
テ
、
枕

ニ
ヲ
ク
也
。
サ
テ
家
持
贈
和
歌
一
一
、
ワ
キ
モ
コ
カ
・
カ
タ
ミ
ノ
ネ
フ
ハ
・
ハ

ナ
ノ
ミ
ニ
・
サ
キ
テ
ケ
タ
シ
モ
・
『
ミ
ニ
ナ
ラ
ヌ
カ
モ
、
ト
ョ
メ
Ⅶ
／
・
コ
レ

ハ
、
花
ハ
サ
キ
テ
、
『
こ
ハ
ナ
ラ
ヌ
草
木
ト
モ
ァ
リ
。
ネ
フ
モ
、
花
ハ
オ
ホ
ク

サ
キ
ナ
カ
ラ
、
ミ
ハ
ト
モ
シ
キ
花
ナ
レ
ハ
、
カ
ク
ョ
ソ
ヘ
ョ
メ
ル
ニ
ャ
。

こ
こ
に
現
れ
た
「
合
歓
木
花
」
の
訓
法
に
つ
い
て
、
由
阿
の
説
は
、
単
に
仙

覚
の
説
を
再
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
文
選
か

ら
の
引
用
、
ま
た
左
註
の
引
用
も
全
く
仙
覚
抄
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
古
今
和
歌

六
帖
の
設
題
に
「
カ
ウ
カ
」
と
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
由
阿

の
識
見
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
「
古
今
六
帖
者
貫
之
女
ノ
タ
メ
ニ
ァ
ッ
メ
タ

リ
ト
申
」
と
云
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
歌
に
対
し
て
、
古
今
六
帖
の
撰
者
問
題
ま

で
を
論
義
す
る
必
要
は
な
い
も
の
の
、
古
今
六
帖
の
撰
者
に
つ
い
て
は
古
来
定

説
を
見
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
由
阿
の
所
説
と
し
て
記
憶
き
る
べ

き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

詞
林
釆
葉
抄
以
前
の
文
献
に
残
さ
れ
た
古
今
六
帖
の
撰
者
関
係
記
事
を
列
記

する。袋
草
紙
（
藤
原
清
輔
撰
・
保
元
年
間
成
立
）
巻
二
に
、
貫
之
女
子
所
為
之
故

号紀家六帖。

和
歌
色
葉
集
（
釈
上
覚
撰
・
建
久
七
年
成
立
欺
）
撰
抄
時
代
者
の
項
に
、
六

条宮の六帖。

八雲抄（順徳院御撰・承久三年成立）抄物等の項に、六帖輯霊明親

王。私記の項に、六帖罐紳塞王。

源平盛衰記（撰者未詳・宝治建長頃成立）巻七「大納言出家の

事」の項に、六帖抄（中略）具平親王家の御集なり。

本朝書籍目録（撰者未詳・建治三年以後永仁二年以前成立欺）外

録の中、抄物等の項に、六帖獺純明親王。私記の項に、六帖柵紳露王。

こ
れ
ら
の
諸
説
を
綜
合
す
れ
ば
、
貫
之
説
・
貫
之
女
説
・
兼
明
親
王
説
・
具

平
親
王
説
の
四
者
に
絞
ら
れ
る
が
、
詞
林
釆
葉
抄
に
於
て
は
、
貫
之
説
を
取
り

な
が
ら
も
、
更
に
「
貫
之
が
娘
の
た
め
に
集
め
た
も
の
」
と
い
ふ
特
定
条
件
を

添
加
し
て
ゐ
る
。
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六
帖
の
撰
者
に
女
性
を
擬
し
た
の
は
、
袋
草
紙
の
記
事
の
み
で
あ
っ
て
、
こ

れ
に
は
「
貫
之
の
娘
が
撰
ん
だ
も
の
だ
か
ら
紀
家
六
帖
と
号
す
る
」
と
し
て
あ

る
。
然
も
女
性
撰
者
説
は
再
び
後
代
に
も
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
古
今
和
歌
六
帖
桂
宮
本
（
前
和
歌
所
開
閏
源
朝
臣
在
判
本
・
江
戸
初
期

写
）
の
第
四
帖
の
奥
書
に
は
「
撰
者
或
説
六
条
宮
叉
貫
之
女
子
等
云
倉
」
と
見

え
、
契
沖
の
新
校
古
今
和
歌
六
帖
叙
（
元
禄
四
年
成
立
）
に
は
「
其
立
部
採
歌

有
似
不
出
丈
夫
之
手
以
所
載
作
者
粗
推
年
代
疑
寛
和
以
後
才
女
撰
之
邪
」
と
録

してゐる。

契
沖
は
貫
之
女
撰
者
説
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
見
を
立
て
、
和
歌

拾
遺
六
帖
の
冒
頭
に
「
貫
之
か
む
す
め
の
し
わ
き
な
り
と
て
、
お
し
て
紀
氏
六

帖
と
さ
へ
い
へ
る
こ
と
も
あ
れ
と
、
古
今
集
と
貫
之
家
集
と
に
た
か
へ
る
こ
と

も
あ
ま
た
あ
れ
は
、
お
ほ
つ
か
な
し
」
と
明
記
し
て
、
寛
和
以
後
才
女
説
を
提

案
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
提
案
も
ま
た
現
代
の
諸
家
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
て

ゐる。山
岸
徳
平
説
（
万
葉
集
講
座
第
四
巻
所
載
・
平
安
時
代
の
文
学
と
万
葉
集
）

に
よ
れ
ば
「
恐
ら
く
才
女
の
撰
で
は
無
く
て
丈
夫
の
撰
ら
し
い
」
と
判
定
し
て

ゐる。山
田
孝
雄
説
（
語
文
第
一
輯
所
載
・
古
今
和
歌
六
帖
覚
書
）
に
よ
れ
ば
「
当

代
第
一
流
の
学
才
の
あ
っ
た
人
」
の
撰
で
あ
る
と
論
定
し
て
ゐ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
女
性
撰
者
説
は
、
そ
の
源
を
袋
草
紙
の
記
事
に
発
し
て
ゐ
る
こ

と
は
明
か
で
あ
る
が
、
貫
之
が
娘
の
た
め
に
集
め
た
も
の
と
い
ふ
詞
林
釆
葉
抄

の
見
解
も
、
そ
の
源
は
同
じ
く
袋
草
紙
の
記
事
か
ら
出
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら

声フか。由
阿
の
説
は
彼
独
自
の
も
の
で
あ
っ
て
、
由
阿
以
前
の
文
献
に
も
、
由
阿
以

後
の
記
録
に
も
全
く
見
当
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

貫
之
女
子
所
為
之
（
袋
草
紙
）

貫
之
女
子
（
ノ
）
之
ヲ
為
ス
所
Ｉ
か
く
の
如
く
読
む
べ
き
で
あ
ら
う
。

貫
之
女
子
（
ノ
タ
メ
ニ
）
之
ヲ
為
ス
所
Ｉ
お
そ
ら
く
詞
林
釆
葉
抄
の
原
拠

は
か
く
の
如
く
誤
読
し
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

古
今
和
歌
六
帖
の
延
歌
数
は
四
四
五
八
首
（
流
布
本
）
で
あ
る
が
、
こ
の
中

に
現
れ
た
万
葉
歌
の
延
歌
数
は
一
二
六
一
首
で
あ
っ
て
、
そ
の
四
分
一
を
越
え

て
ゐ
る
。
万
葉
訓
点
史
の
上
か
ら
見
た
六
帖
所
収
万
葉
歌
の
訓
法
は
等
閑
視
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
撰
者
（
ま
た
は
成
立
年
時
）
を
究
明

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
次
両
点
歌
に
対
す
る
判
別
に
も
変
更
を
及
ぼ
す
場
合

が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
特
に
由
阿
の
説
の
出
典
を
考
察
し
た
わ
け
で
あ
る
。

詞
林
釆
葉
抄
巻
九
の
終
り
に
は
「
古
語
採
択
」
と
い
ふ
一
項
が
あ
り
、
こ
れ

を
以
て
本
論
を
結
ん
で
ゐ
る
が
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
古
語
は
凡
べ
て
一
三
七

語
で
あ
っ
て
、
そ
の
下
方
に
短
解
が
施
さ
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
例
を
掲
げ
る
。

タ
ヵ
ト
ノ
（
高
楼
也
）
ム
ラ
ト
（
妻
戸
ノ
ァ
マ
タ
ァ
ル
也
）
マ
サ
カ
（
寝

所
叉
ハ
在
所
ヲ
モ
云
う
）
私
註
Ⅱ
括
弧
の
中
は
細
字
割
書
に
な
っ
て
ゐ
る

概
ね
、
こ
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

拾
遺
釆
葉
抄
は
、
一
名
を
続
詞
林
釆
葉
と
も
云
ひ
、
由
阿
が
二
条
良
基
の
た

め
に
万
葉
集
の
講
義
を
行
っ
た
際
の
講
案
を
記
録
し
て
後
日
に
奉
献
し
た
も
の

である。
奥
書
に
見
え
る
貞
治
六
年
は
、
こ
れ
を
浄
書
し
奉
献
し
た
折
の
も
の
と
思
は

れ
る
が
、
既
に
そ
の
前
年
に
成
立
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
奥
書
の
最
初
の
部
分
に

明
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
疑
問
は
な
い
。

内
容
は
、
万
葉
集
の
中
か
ら
難
句
難
語
の
類
を
抄
出
し
て
、
こ
れ
に
註
解
を

施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
説
は
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
、
仙
覚
抄
の
や

う
に
詳
細
な
も
の
で
は
な
い
。
併
し
万
葉
集
全
巻
を
巻
次
に
従
ひ
説
き
進
め
て
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（
巻
三
所
見
Ⅱ
登
筑
波
岳
丹
比
真
人
国
人
作
歌
○
鶏
之
鳴
・
東
国
鰯
・
云
云

・
雪
消
為
・
山
道
尚
芙
・
名
積
叙
吾
来
前
一
Ⅱ
三
八
二
番
）

前
一
ニ
ト
ョ
メ
リ
。
煎
ノ
字
ノ
列
火
ヲ
書
切
タ
リ
ト
申
先
達
ア
リ
。
無
念

々
常
◎

こ
の
歌
は
類
聚
古
集
に
歌
詞
が
見
え
る
が
欠
訓
で
あ
る
。

（
末
句
）
西
・
矢
・
京
Ⅱ
ナ
シ
ミ
ソ
ワ
カ
ク
ル
’
一
○
但
し
「
｜
こ
の
字
を
青

訓
に
し
て
仙
覚
の
改
訓
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
然
も
「
前
こ
の
訓

法
に
対
し
て
は
仙
覚
抄
に
何
等
の
記
事
も
な
い
。
由
阿
も
「
前
こ
の
二
字
を

以
て
「
｜
こ
と
読
む
べ
き
こ
と
を
唱
へ
、
こ
れ
を
「
煎
」
の
字
を
二
分
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
ふ
先
達
の
説
を
排
撃
し
て
「
無
念
衛
苣
と
云
っ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

（巻四所見）

暮
陰
草
仙
覚
未
勘
云
々
・

今
試
考
之
二
、
ナ
ニ
ノ
陰
ト
モ
イ
ハ
サ
レ
ト
モ
タ
陰
ト
ョ
メ
ル
歌
古
来
是
多

シ◎然
者
当
集
第
十
巻
詠
蝉
歌

夕
陰
二
・
来
鳴
日
晩
。
。
、
タ
ク
モ
・
日
コ
ト
’
一
キ
ケ
ト
・
ア
カ
ヌ
声
カ

モ
（
二
一
五
七
番
）

隠
口
初
瀬
在
釆
葉

こ
の
や
う
に
語
句
の
み
を
挙
げ
て
、
在
釆
葉
と
附
記
し
、
何
等
の
註
解
を
も

加
へ
て
ゐ
な
い
例
を
多
見
す
る
が
、
こ
れ
は
詞
林
釆
葉
抄
に
講
述
し
て
あ
る
こ

ゐ
る
こ
と
は
（
講
案
と
は
云
ひ
な
が
ら
）
詞
林
釆
葉
抄
の
と
き
よ
り
も
秩
序
あ

る
手
法
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（巻一所見）

此
歌
ハ
陰
草
ト
云
草
ア
リ
ト
見
タ
リ
。
髪
本
草
二
景
天
草
ト
云
ル
ハ
夜
一
夜

草
也
。
コ
レ
ヲ
可
申
歎
。
此
草
夕
一
一
花
開
テ
明
レ
ハ
萎
云
営
・

こ
の
説
は
「
暮
陰
草
」
に
対
し
て
仙
覚
も
考
へ
得
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、

由
阿
自
身
の
見
解
を
明
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
の
中
に
本
草
を

加
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
由
阿
の
研
究
態
度
が
相
当
に
巾
広
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
と
思
ふ
・

（
巻
九
所
見
Ⅱ
見
莵
原
処
女
墓
歌
○
葦
屋
之
・
菟
名
負
処
女
之
・
八
年
児
之

・
片
生
乃
時
従
・
云
云
Ⅱ
一
八
○
九
番
）

八
年
児
片
生
（
ヤ
ト
セ
コ
ノ
カ
タ
ヲ
ヒ
）
十
六
歳
壮
年
也
。
半
ハ
八
歳

也
。
片
生
也
。

こ
の
説
も
仙
覚
抄
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
由
阿
の
解
義
で
あ
る

が
、
八
年
児
片
生
を
以
て
十
六
歳
壮
年
也
と
し
た
所
論
に
は
、
む
し
ろ
微
笑
ま

し
い
も
の
が
あ
る
。

（
巻
十
四
所
見
Ⅱ
東
歌
○
和
我
世
古
乎
・
夜
麻
登
徹
夜
利
氏
・
麻
都
之
太
須

・
安
思
我
良
夜
麻
乃
・
須
疑
乃
木
能
末
可
Ⅱ
三
三
六
三
番
）

マ
ッ
シ
タ
ス
待
シ
タ
ハ
、
間
。
ス
ハ
如
也
。
ス
キ
ノ
木
ノ
間
ノ
ヒ
マ
ナ
キ

様
二
汝
ヲ
マ
ッ
コ
ト
也
。

（仙覚抄巻八所見）

如
此
両
首
者
只
夕
陰
二
生
ル
草
ト
見
タ
リ
。

同
巻
云陰

草
ノ
・
生
ダ
ル
宿
ノ
・
夕
陰
｝
一
・
鳴
番
・
聞
ト
ァ
ヵ
ヌ
ヵ
モ

近
来
歌

庭
二
生
ル
・
夕
陰
草
ノ
・
下
露
ャ
・
暮
ヲ
待
間
ノ
・
涙
ナ
ル
ラ
ン

（新古今集巻十三）

（二一五九番）
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シ
タ
ス
ト
ハ
、
シ
タ
ハ
、
ヒ
マ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
、
ス
ハ
、
ス
ミ
力
也
。
ワ
カ

セ
コ
ヲ
、
ヤ
マ
ト
ヘ
ャ
リ
テ
、
マ
ッ
ア
ヒ
タ
ノ
ス
ミ
カ
ト
イ
フ
心
也
。

こ
の
両
説
を
比
較
す
る
と
き
、
由
阿
は
決
し
て
仙
覚
に
の
み
依
存
し
て
ゐ
た

も
の
で
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
然
も
こ
の
場
合
に
於
て
は
両
説
の
優
劣
に

つ
い
て
も
直
ち
に
判
別
し
得
る
と
思
ふ
が
、
由
阿
の
説
の
方
が
穏
健
で
あ
る
こ

と勿論である。

青
葉
丹
花
抄
は
、
一
名
を
万
葉
難
儀
と
も
云
ひ
、
万
葉
集
廿
軸
之
要
調
を
選

び
、
こ
れ
に
短
解
を
施
し
た
も
の
、
但
し
釈
義
を
欠
い
た
も
の
も
多
見
す
る
。

こ
れ
は
即
ち
要
謡
の
姿
の
み
を
示
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
な
ほ
訓
法
を

知
る
便
り
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
謡
の
中
か
ら
若
干
の
短
歌
を
抄
出
し
、

そ
の
訓
法
を
、
仙
覚
訓
と
比
較
し
て
み
た
い
。

海
底
の
と
よ
は
た
雲
に
入
日
ね
し
（
西
・
温
・
矢
・
京
Ⅱ
同
訓
）
今

夜
の
月
よ
す
み
あ
か
く
こ
そ
（
ス
ミ
ア
カ
リ
コ
ソ
Ⅱ
京
）
（
一
五
番
）

人
な
ら
は
親
の
お
も
ひ
子
（
オ
ャ
ノ
マ
ナ
コ
ソ
Ⅱ
西
・
温
・
矢
・
京
）

あ
き
も
よ
ひ
木
の
河
つ
ら
の
妹
と
背
の
山
（
三
一
○
九
番
）

久
方
の
あ
ま
の
し
る
し
と
水
無
瀬
河
へ
た
て
畠
お
き
し
神
代
の
う

ら
み
（
西
・
温
・
矢
・
京
Ⅱ
同
訓
）
（
二
○
○
七
番
）

あ
ら
た
ま
の
す
こ
か
竹
か
き
（
西
・
温
・
矢
・
京
Ⅱ
同
訓
○
す
と
か
た
け

か
き
Ⅱ
嘉
・
類
）
あ
み
め
に
も
い
も
し
み
え
な
は
我
こ
ひ
め
や
も

（二五三○番）

敷
島
の
大
和
国
は
こ
と
玉
の
た
す
く
る
国
そ
ま
き
き
く
よ
く
あ
れ

（
マ
サ
キ
ク
ァ
レ
ョ
ク
Ⅱ
西
・
温
・
矢
・
京
○
ま
き
ら
あ
れ
よ
く
Ⅱ
元
○
ま

き
ち
あ
ら
せ
よ
Ⅱ
天
○
ま
き
ち
あ
れ
よ
く
Ⅱ
類
）
（
三
二
五
四
番
）

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
由
阿
の
採
択
し
た
訓
法
は
、
概
ね
仙
覚
訓
に
よ
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
巻
末
に
「
歌
数
二
百
八
十
首
」
と
記
し
て
あ
る
。

但
し
実
歌
数
は
、
長
歌
一
○
首
・
短
歌
二
五
六
首
・
旋
頭
歌
一
首
、
合
計
二

六
七
首
で
あ
る
。

奥
書
に
見
え
る
応
安
七
年
は
、
そ
の
成
立
年
時
で
、
時
に
由
阿
八
十
四
歳
の

秋であった。

詞
林
采
葉
抄
・
拾
遺
采
葉
抄
・
青
葉
丹
花
抄
を
通
じ
て
、
由
阿
の
万
葉
学

は
、
仙
覚
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
訓
点
・
註
釈
・
考
証
を
基
礎
に
、
こ
れ

を
敷
術
し
補
足
し
て
ゐ
る
が
、
由
阿
以
降
に
於
て
は
、
室
町
時
代
の
宗
祇
抄
や

万
葉
集
目
安
の
ほ
か
に
は
見
る
べ
き
も
の
も
な
く
、
江
戸
時
代
に
入
る
ま
で
註

釈
に
関
す
る
方
面
は
殆
ど
空
白
に
近
い
状
態
を
続
け
た
こ
と
を
思
へ
ぱ
、
仙
覚

の
万
葉
学
を
推
進
し
て
中
世
期
の
支
柱
と
な
っ
た
由
阿
の
功
績
は
厚
く
顕
彰
き

る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
-

但
し
今
井
似
閑
本
代
匠
記
の
書
入
に
見
え
る
「
藤
沢
由
阿
万
葉
集
抄
百
巻
」

と
あ
る
も
の
だ
け
は
疑
は
し
い
・

（
囚
十
八
頁
よ
り
つ
づ
く
）

、
「
万
葉
集
の
骨
賂
と
な
っ
た
漢
籍
」
（
万
葉
集
大
成
第
二
十
巻
）

⑧
「
日
本
書
紀
は
中
国
人
が
書
い
た
も
の
か
」
中
国
語
学
会
公
開
講
演

（
昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
六
日
。
学
習
院
大
学
）

追
記
本
稿
は
昭
和
三
十
九
年
三
月
、
古
代
文
学
会
例
会
に
報
告
し
た
も
の

である。


